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　室内でも思いっきり体を動かしてほしいという思いか
ら、サーキット遊びを企画しています。サーキット遊び
とは、いくつかの道具を組み合わせて作ったコースを周
回し、体を動かす遊びです。
　いつも過ごしている広場が、キラキラわくわく広場に
大変身します。「わぁー！」「なにこれー」。お部屋に入っ
た瞬間、目をキラキラ輝かせながら走り出す子どもたち。
台の上をピョンピョン歩いたり、布団の山に勢いよく飛
び込んだり、川に見立てた卵パックの上をガシャガシャ
歩いたりして、ダイナミックに体を動かします。小さい
子は、恐る恐る手を伸ばしてみたり、お母さんと一緒に
風船の船に乗ったりしながら、いろいろな感触を感じた
り、音を聞いたりして、五感を研ぎ澄ましているようで

した。
　初めは戸惑っていた子もお友達の遊ぶ姿を見て安心し、
自分もやってみようという意欲に繋がっているように思
えました。自分のできることを見つけてやってみようと
する。そんな姿に、子ども同士の関わりには、互いに成
長し合えるような良い刺激がたくさんあるのだと実感し
ています。他に、お母さん、お父さん用に準備した足つ
ぼコーナーでは、「痛い！私、胃腸が悪いわ」「肩、凝っ
てるわ」「痛いけど気持ちいい」と、お母さんたちの体も
大切だということを、足つぼ刺激で実感してもらえたよ
うでした。子育て支援センター和光では、これからも楽
しい企画を通して親子の交流の場、子どもたちの成長の
場を提供していきたいと思います。

わくわく広場で遊ぼう！
子育て支援センター和光

小学生の夢を
募集しています！
申し込みは
二次元コードから  ▶

　今月の表紙は、じょんからまつりの初日
に開催された「踊り大会（一般の部）」で
の１枚です。慣れない夜の撮影ということ
で、ストロボを使ってみたり、シャッター
スピードや ISO 感度を変えてみたりしな
がら約 1,000 枚撮らせていただきました。
参加者の優美な踊りとまつりの賑わいを少
しでも感じていただけたらと思います。




